
 

令和４年度 第１回 赤佐小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和４年 ５月１３日（金）  ９時４５分から１１時４５分まで 

２ 開 催 場 所  赤佐小学校 会議室 

３ 出 席 委 員  山内 正隆、佐藤 敏己、大石 祥範、大城むつ子、文屋沙弥子、 

石牧 真志、内山真由美、野末 智美、伊藤登紀子〈学校支援ＣＤ〉 

４ 欠 席 委 員  湖東 秀隆 

５ オブザーバー  小杉 幸次（中瀬協働センター） 

６ 学   校  松本 孝久（校長）、工藤 幸徳（教頭）、 

徳田  衛（ＣＳ担当）鈴木 晴代（ＣＳディレクター） 

７ 教育委員会  堀田 洋一（教育総務課） 

８ 傍 聴 者  なし 

９ 協 議 事 項   

（１）会長の選出・副会長の指名について 

（２）議長の選出について 

（３）熟議内容 

①赤佐小学校運営基本方針について 

②夢育やらまいか事業に対する意見書について 

10 会議録作成者  ＣＳディレクター 鈴木 晴代 

11 会 議 記 録 

  教頭から、委員総数１０人のうち９人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立し

ている旨の報告があった。 

 （１）会長の選出及び副会長の指名について 

教頭から、この協議会の会長の選出について、初めての協議会であるため、事前に山内正 

隆委員に依頼した旨を伝えると、全員異議なくこれを承認した。また、その後、会長に選任 

された山内委員から、内山真由美委員を副会長に指名する旨の報告があった。 

〈一時協議を中断し校内参観をして、子どもたちの様子を確認した。〉 

 （２）議長の選出について 

教頭から、議長の選出について本協議会のコーディネーターである野末様、伊藤様を推挙 

する発言があり、全員異議なくこれを承認した。 

 （３）熟議内容 

① 赤佐小学校運営基本方針について 

議長の指示により、松本校長から、別紙資料に基づき学校運営基本方針について説明が 

あり、議長から委員に意見･質問を求めたが、特に意見はなく、学校運営方針について感 

じたことを、以下のように発言した。 

・朝夕の犬の散歩中に児童に会うが、朝は下を向いて歩き.帰りは元気にあいさをする。４

年ほど前に知り合った現６年生とは学校の話をする。ただ、「おはよう」だけでなく相手



の名前を言ってあいさつできると良い。また、性別･学年に関係なく発達支援学級の子も

自然に受け入れられる体制が良い。〈山内委員〉 

   ・朝は登校に一生懸命であいさつはあまりできない。帰りは「ただいま」とあいさつできる。

〈大石委員〉 

   ・今の子どもたちはジェンダー・ＳＤＧｓ等時代にあった勉強している。若い人の方がよく

知っていることが多く、年上の世代との関わり方については、大人も成長しないといけな

いだろう〈石牧委員〉 

   ・毎朝、家の前で登校時に「おはよう」と声を掛けている。最初は無反応だったが、毎日言

い続けていると、あるとき登校班の男子が「おはようございます」とあいさつがあり、班

の子もあいさつをするようになった。それを見て他の班の児童もあいさつができ、良い連

鎖を生んでいる。一言目は難しいが、大人が言い続けることも大事で、それにより子ども

とも他の話をするようになった。地域全体で取り組めたらよいと思う。〈内山委員〉 

   ・あいさつは主体性を育むために大事であることが、参考になった〈伊藤委員〉  

   ・学校教育目標について、勉強だけでなく、コミュニケーションスキル、主体性が大事にな

っているのは社会でも感じている。キャリア教育にも力を入れていると聞き、お金のこと、

年金のことなど、今稼げない時代になっているので、子どもなりにお金の研究していける

とよい。また、学校で取り組んでいることを、保護者も知らないことが多いので、保護者

と子どもと一緒に教育できる場を作っていただけるとうれしい。〈野末委員〉 

  ・保育園でも、自分のことは自分で、言いたいことは言葉で伝えるように指導している。主

体性を育むためにあいさつは大事で、学校ではいろいろなお便りを出していただき、とて

も感謝している。〈文屋委員〉 

   ・登校する子どもに合わせて、ゴミ出しや掃除をしながらあいさつをしている。リーダー〈女

子〉が少しずつあいさつをしてくれ、回を重ねるごとに多くなるのでうれしく感じている。

中学生もあいさつをしてくれるので赤佐小の卒業生はすごいなと思った。〈大城委員〉 

   ･ 学校教育目標を校長が分かりやすい言葉で説明してくれたので理解できた。子どもたちに

は楽しい勉強をしてもらいたい。〈佐藤委員〉 

 全員異議なくこれを承認した。 

   

② 夢育やらまいか事業に対する意見書について 

   教頭から、別紙資料に基づき「夢育やらまいか事業」について説明があり、事業に対す

る意見書について協議した。子どもの自分らしさや表現力を高めるための環境設備や、地

域理解を深めるための講師の要請などの提案について、協議の結果、全員異議なくこれを

承認した。 

 

その他報告事項等 

教頭から、次回会議は、令和４年９月５日（月）午前９時４５分から会議室で開催する旨の報

告があった。 

 


